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 １．採用職員研修 
富山大学は、平成２３年１０月から平成２４年４月１日までに採用された事務系・技術系職員を対象に、平成２４年度富山大学フレッシュ職員研修を実施した。 フレッシュ職員研修は、採用職員に対して、①社会人としての心構えや幅広い知識を身に付ける。②大学の現状を理解し、大学職員として必要な基礎知識・意識を身に付ける。③新たな視点で問題意識をもって日常業務を遂行する能力の強化を図ることを目的に行われている。 研修は、ステップⅠからステップⅢまでの３部から構成しており、ステップⅠ（４月１１日～１２日）は、４月の採用直後であることから、目的①②を基本に置いている。 ステップⅡ（６月１４日～１５日）は、本学と北陸銀行との包括的連携協力協定に基づき、北陸銀行のご協力により、北陸銀行本店及び支店において、異業種体験型の研修が行われた。 ステップⅢ（８月７日～１０月１０日）では、研修生が班別に分かれて、研究テーマ「グローバル化時代に向けて富山大学への提案」に取り組み、研修最終日に研修発表が行われた。 
 ２．パソコン講座 フレッシュ職員研修ステップⅠ終了後の４月１３日、総合情報基盤センターと学術情報部情報政策グループにより、採用職員を対象にパソコン講座が開講された。パソコン講座は、業務上、広くパソコンスキルが求められる現状から、採用職員の要望に応えて３年前から実施している。 講座開講に向けて、データ入力や作表などの基礎を中心としたテキストが作成され、１月に研修生へ配付するとともに、個人のレベルを把握するために事前アンケートが実施された。これにより、研修生は、十分に予習を行った上で、パソコン講
座に臨むことができた。事前アンケートを基に研修プランを立て、講習は、講師役１名、サポーター役４名の体制で、Excel の基本操的な関数やデータベース機能の利用、その他のExcel機能の活用方法などの講習が行われた。 講座は、昨年度まではフレッシュ職員研修の中に位置づけられていたが、個人の習熟度レベルに応じた、きめ細かい内容であり、パソコンのスキルアップは採用職員に限られたものではないことから、今年度からフレッシュ職員研修から独立した扱いとしている。今後は、採用職員だけでなく、職員のパソコンスキルのレベルに応じた、講座の開講が期待されている。 
 ３．研修生へのアンケート結果 以下に、講座終了後に実施した研修生へのアンケート結果（回答数 12名）を掲げる。 ・講座の時間については、67％が丁度良い、次いで 25％がやや短いとの回答であった。 ・講習内容の理解は全員が良くできた、できた、と回答しており、研修の目的は達成されたが、 講習の内容については、67％が丁度良い、33％がやや易しい、易しいと回答している。  記述では、「初心者にもわかりやすくてよかった。」「必要な部分は要点を押さえてしっかりと講義されたので難しく感じなかった」「これから業務において使用できそうな機能を覚えられたと思う。」とある一方、「知っていることが多く、すぐに理解できるレベルであった」「大量にある関数の各々の使い方を教えてほしかった」と、研修生の習熟度のよる差で感想が分かれた。  また講習の進め方・説明の仕方について、「良い」「やや良い」の回答が 80％を超え、丁寧に対応いただいたことが伺える。 最後に、パソコン講座の開講にご尽力いただいた、総合情報基盤センター並びに関係の皆様に紙面をお借りして感謝申し上げる。 
